
 

  

■ はじめに 

木材は、古くから建築材料として使用されており、その

香りは多くの人に親しまれている。しかし、木材の香りが人

にもたらす影響に関しては、アンケート等の主観評価によ

る検討が中心であり、生理指標を用いた科学的・客観的

データの提出が待たれている。そこで、木材の香りがもた

らすリラックス効果に関して、脳活動ならびに自律神経活

動を指標とし、定量的に明らかにした。 

■ 活動内容 

一般に、木材は変形や収縮を防ぐため、乾燥してから

使われる。その手法としては、自然乾燥を待つ「天然乾燥

法」と熱処理による「人工乾燥法」がある。本研究では、ヒノ

キ材チップを用いて、製材後45ヶ月間「天然乾燥」した時

と120℃にて「高温乾燥」した時の香りが、人の脳活動に及

ぼす影響を調べた1)。生理指標は、近赤外分光法による

脳前頭前野の酸素化ヘモグロビン濃度を用いた。その結

果、酸素化ヘモグロビン濃度は、「高温乾燥」チップでは

変化は認められなかったが、「天然乾燥」チップでは低下

することが示された(図1)。これにより、揮発性の高い香り

成分が残る「天然乾燥」したヒノキ材チップは、人の脳活動

を鎮静化させることが明らかとなった。 

さらに、木材由来の主要揮発成分であるD-リモネンの

香りが、人の自律神経活動に及ぼす影響を調べた2)。生

理指標は、心拍変動性による交感・副交感神経活動およ

び心拍数を用いた。その結果、D-リモネンの香りは、リラッ

クス時に高まる副交感神経活動を昂進させ、心拍数を減

少させることが明らかとなった(図2)。 

以上より、経験的に知られていた木材の香りがもたらす

リラックス効果について、生理指標を用いた「再発見」がな

された。本研究の成果は、ストレス社会に生きる現代人の

「生活の質(QOL)」の向上に寄与すると思われる。 

 

図1. ヒノキ天然乾燥材チップの香りが脳活動に 

及ぼす影響, n=19 [Ikei(2015)による図表を一部修正] 

図2. D-リモネンの香りが自律神経活動に及ぼす影響, 

n =13, 対応のあるt検定(*:p<0.05)  

[Joung(2014)による図表を一部修正] 
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